
 ９月秋分の日の大雨を境に、急に秋らしくなりました。それまでは

残暑厳しく、思うように運動会練習ができなかったのですが、これか

らは予定通りできそうです。10月12日の本番に向けて、子どもたち

は、表現や短距離走、そして全校競技「大玉送り」の練習に頑張って

います。さらに５，６年生は運動会係活動でも、

たくさんの出番があります。子どもたちの「最後

まであきらめずに全力で取り組む姿」に対して、

大きな声援をお願いしたいと思います。 

 なお、応援に来ていただく際には、ルール（近

隣の店舗等に駐車しない、立入禁止場所への侵

入、観戦時の入れ替わり、ごみの持ち帰り…等）

を守り、子どものお手本となるような行動をお願いします。そして、

その日の夜には子どもの話をたくさん聞いてあげ、たくさん褒めてほ

しいと思います。また、「早寝、早起き、朝ごはん」で体調管理の面

でのご協力もお願いします。 
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秋の大運動会～１０月１２日に向け  

【心の強さ】 
 今年度の応援団長決めには、複数の6年生が

立候補し、団長になりたい決意表明を堂々として

いました。残念ながら選出されなかった児童も、

応援団として毎日の練習に日々頑張っていま

す。その姿を見ていると、「心の強さ」を感じます。

自分の役割をしっかりと果たす姿は美しいです。  

 【赤白勝利を目指して】 

【新しい先生の紹介】 

〇 福島昌代先生 ～ 5年生の理科と家庭科の専科教員として、9月3日から  

              本校で勤務しております。期間は10月4日までです。 

  ＊10月7日以降は、現在2年3組の担任をしている園田千春先生が、5年  

   生の理科と家庭科の専科教員に戻り、同担任には、新しい先生が配置さ 

   れる予定です。また次号にて紹介します。 

【令和6年度の半分が終わります】 

 学校は、4月始まり翌年3月終わりの、年度

で動いていきます。この9月で、年度の半分が

過ぎようとしています。マラソンに例えると

ちょうど折り返し地点に差し掛かろうとして

いるところです。この時点で、前半のレース

を振り返り、「予想タイムより飛ばし過ぎて

いないか、逆に遅くなっていないか…」等に

ついて自己点検し、さらにはその原因を分析

して、後半の走り方の戦略を練り直し、完走

するために修正していきます。 

 この振り返りが学校現場ではとても大切に

なります。毎時間の授業の振り返り、運動会

練習後の振り返り、月のめあてに対する振り

返り、学期ごとの振り返り等…、振り返るこ

とで、自分自身を見つめ、課題を整理し、次

に向かって進む原動力になっています。 

 それゆえ、今回は当該学年に進級して半年

がたち、折り返しに差し掛かろうとする今、

是非ご家庭でも進級当初の願い、目標等をふ

りかえり、現状の位置を確認し、残りの半年

につなげてほしいと思います。 

【「あいさつ」どうでしょうか】 
 2学期に入り、1か月が過ぎようとして

いますが、気になるのは挨拶の声です。

昨年度も夏休み明けは、反応が薄い面も

見られましたが、運動会練習等を通じ

て、次第に元気な挨拶が返ってくるよう

になりました。今年度は、そこがもう一

つです。交通指導ボランティアの方も毎

朝、子どもたちの安全のために立ち続け

ています。口には出しませんが、あいさ

つが返ってこない

寂しさも感じてい

ると思います。 

 最終的には、自

分から相手を見て

挨拶できるといい

ですね。 
 【大玉送りにチャレンジ】 


